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x（t）＝x０ for t０τtt０ （５）
図－1
summer transmission
x（t） x（t）y（t） x（t） a（t）x（t）
 a（t）
y（t）
splitting unit delay integrator





u（t）＝u０ for t０τtt０ （６）
x（t１） free （７）
を考える。このとき，目的函数には x（t），u（t）の同時制御変数のみが入り，状態変数 x（t）の変化率
x は τ 期間（一定）だけ遅れて x（tτ），u（tτ）の値にも影響される。さらに，状態変数，制御変数





































































































































λ＝H /xtH /xtτ｜tτ， t０tt１τ （２７）
H /utH /utτ｜tτ＝０， t０tt１τ （２８）

λ＝H /xt， t１τtt１ （２９）






いてはゼロでなければならず，t 時点に同時的に実行される（H /ut）部分とラグ付き変数として τ
期後に現われる（H /utτ｜tτ）部分とから成ることを示唆している。
１）例えば，Luenberger［２３］（p．９８）参照。
２）以下の議論として，Budelis＝Bryson, Jr.［６］, De Bont［９］, El−Hodiri＝Loehman＝Whinston［１２］, Mann





























変化率が，t 期以前に注文された資本財が t 期に納品され稼動開始する資本財ストックに等しいこ
とを（３１）式は示唆している。
いま，企業は，自らのコントロールの外にある τ 期の引渡しラグに直面するものとすると，t 期


























ⅰ ０＜α（τ）＜１， α′（τ）＜０ （３８）
ⅱ １＜α（τ）＜∞，α′（τ）＞０ （３９）



















































































































の最大化のそれと表現し直される。以下で，時間要素 t を省略すれば，現在価値 Hamilton函数
H＝p（K，L）pP（I）erτpB（I）wLα（τ）q０IλI｝ert （５４）











































































































































































































































































































































































































































行列 J の行列式 det（J）が，存在し得るすべての不動点（I，K，τ）に対しゼロでないものと仮定すると，
パラメータ τ＊の近傍 Br（τ＊）∈R を考えるとき，陰函数定理から，τ∈Br（τ＊）に対して滑らかな函
数 I＊＝I＊（τ＊），K＊＝K＊（τ＊）が存在する。すなわち，近傍内の任意の τ に対してただ１つの不動
点（I＊，K＊）が存在する。
しかるに，［Hopf分岐定理］（Hopf bifurcation theorem）は，パラメータ τ の適当な値に対して
不動点の近傍で閉軌道が存在することを主張する。１５）


































１０） Maccini, op. cit., Figure１（p．２７５）に準ずる。
１１） 予め設定された函数関係ではないことに注意されたい。
１２） Maccini, op. cit., Figure２（p．２７７）に準ずる。
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